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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成30年12月13日(2018.12.13)

【公表番号】特表2017-537614(P2017-537614A)
【公表日】平成29年12月21日(2017.12.21)
【年通号数】公開・登録公報2017-049
【出願番号】特願2017-524444(P2017-524444)
【国際特許分類】
   Ａ２３Ｋ  50/40     (2016.01)
   Ａ２３Ｋ  40/25     (2016.01)
   Ａ２３Ｋ  20/163    (2016.01)
【ＦＩ】
   Ａ２３Ｋ   50/40     　　　　
   Ａ２３Ｋ   40/25     　　　　
   Ａ２３Ｋ   20/163    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年11月5日(2018.11.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　結論
　本発明による製品は、消化性および美味しさに悪影響を及ぼさずに、イヌに満腹感を誘
発する。
　以下、本発明の好ましい実施形態を項分け記載する。
　実施形態１
　ペット動物における満腹感の達成に使用するための押出包装ペットフード製品であって
、１５％超から３０％の水分、１１％から４５％までの炭水化物、脂肪およびタンパク質
、０．７超のＡｗ、並びに２５０から３００ｇ／ｌの範囲の密度を有する押出包装ペット
フード製品。
　実施形態２
　押出後に添加される成分を含まない、実施形態１に記載の押出包装ペットフード製品。
　実施形態３
　２０％から２７％の水分を有する、実施形態１または２に記載の押出包装ペットフード
製品。
　実施形態４
　１５％から２０％の水分を有する、実施形態１または２に記載の押出包装ペットフード
製品。
　実施形態５
　約１８％の水分を有する、実施形態１または２に記載の押出包装ペットフード製品。
　実施形態６
　前記Ａｗが０．８より大きい、実施形態１から５いずれか１つに記載の押出包装ペット
フード製品。
　実施形態７
　前記満腹感の達成における使用が、体重増加の防止および／または体重維持を含む、実
施形態１から６いずれか１つに記載の押出包装ペットフード製品。
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　実施形態８
　飼いイヌまたは飼いネコにおける満腹感の達成に使用するための、実施形態１から７い
ずれか１つに記載の押出包装ペットフード製品。
　実施形態９
　前記炭水化物が１３から１７％のレベルで存在する、実施形態１から８いずれか１つに
記載の押出包装ペットフード製品。
　実施形態１０
　少なくとも一部が過熱蒸気の存在下で製造される、実施形態１から９いずれか１つに記
載の押出包装ペットフード製品。
　実施形態１１
　酸をさらに含む、実施形態１から１０いずれか１つに記載の押出包装ペットフード製品
。
　実施形態１２
　前記酸が０．５から１０％の量で存在する、実施形態１１に記載の押出包装ペットフー
ド製品。
　実施形態１３
　前記酸が乳酸である、実施形態１１または１２に記載の押出包装ペットフード製品。
　実施形態１４
　動物における満腹感を達成させる方法であって、１５％超から３０％の水分、１１％か
ら４５％までの炭水化物、脂肪およびタンパク質、０．９超のＡｗ、並びに２５０から３
００ｇ／ｌの範囲の密度を有する押出包装ペットフード製品を、ペット動物に給餌する工
程を有してなる方法。
　実施形態１５
　前記ペット動物が飼いイヌまたは飼いネコである、実施形態１４に記載の方法。
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